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 令和４年度がいよいよ始まりましたが、本年度も学力向上と感染症拡大防止の両立を図

る年になります。皆さんには、コロナ禍に伴う様々な制約条件を課すことになるが、その中

で最大限の成果を発揮できるよう、知恵を出し、汗をかいてもらいたいと思います。 

 

 さて、令和４年度は、高校生の立場において大きく変わることの一つは、成年年齢の引き

下げであろう。 

 今日は、この成年年齢の引き下げを例に、権利と責任の関係について話をします。 

 皆さんが知っているとおり、この４月１日から成年年齢が２０歳から１８歳に引き下げ

られました。皆さんの中には、既に成年に達した人もいるだろう。これは、３年生の教室を

見渡すと、成年者と未成年者が混在し、年度末に向けて成年者の割合が増えていくというこ

とです。 

 

 ここで、質問をしてみたいと思います。１８歳成年になるタイミングについてです。 

 選択肢は３つであります。１つ目は「誕生日当日」（①）、２つ目は「誕生日の前の日」（②）、

３つ目は「誕生日の翌日」（③）です。アウトプットが上手になってきた浦商生らしく、わ

からなくてもわからないなりに自分で考えて答えてください。 

 

～①数名、②③は多数でほぼ同数～ 

 

 答えは、２つ目の「誕生日の前の日」です。これは、「年齢計算ニ関スル法律」に基づき

ます。その第 1項には、「年齢ハ出生ノ日ヨリ之ヲ起算ス」とあります。誕生したその日か

ら年齢を数え始める、初日参入の数え方です。そのため、４月１日生まれの場合、１年後の

日は３月３１日となるわけです。 

 

 それでは、成年になるとどんなことが自己責任でできるようになるのであろうか。これに

ついても、質問をしてみたいと思います。 

 １８歳成年になると、親の同意を得ずにクレジットカードをつくれるようになる。（①） 

 １８歳成年になると、親の同意を得ずにアパートを契約できる。（②） 

 

～①②ともほぼ「○」と回答～ 

 

 楽天インサイト株式会社が、２／８～９にかけて、成年に関する調査をインターネット上

で、全国の２０～６９歳の 1,000 名に対して行いました。その結果で最も認知度が高かっ

たのは、クレジットカードの契約で約５割でした。私は、意外と知られていないことにびっ

くりしました。 



 それでは、さらに別な質問をします。１８歳成人になると、飲酒ができるかどうかです。 

 

～全員が「できない」と回答～ 

 

 同じ調査では、成年年齢引き下げ後も、飲酒が引き続き２０歳にならないとできないとい

うことを知っている人は約８割と、意外としっかり知られていないのです。 

 成年年齢の引き下げによって、成年ほやほやの人を狙った詐欺や詐欺まがいの事件が起

こることを心配する向きもあります。一方で、成年年齢引き下げに伴う事柄を十分理解して

いないがために大きな失敗をしてしまうこともあるのです。これは、きちんとしたインプッ

トをという責任をしっかり果たさないと、権利の行使というアウトプットで失敗する可能

性が高まるということです。 

 

 それでは、さらに別な質問をします。１８歳は大人だと思うかどうかについてです。選択

肢の 1つ目は「１８歳は大人だと思う」（①）、２つ目は「大人ではないと思う」（②）、３つ

目は「よくわからない」（③）です。 

 

～ ②＝③＞① ～ 

 

 日本財団がこの１月～２月に、日本・アメリカ・イギリス・中国・韓国・インドの６か国

のそれぞれ 1,000 名の１７歳から１９歳までを対象に、成年年齢に関する意識についてイ

ンターネット調査を行いました。その結果、「自分は大人だと思う」と答えた人の割合につ

いて、日本は２７％で６か国中最下位でした。ちなみに、最も高かったイギリスとアメリカ

が８６％、３位がインドの８４％、４位が中国の７１％、５位が韓国の４７％でした。 

 また、「自分の行動で国や社会を変えられると思う」という回答は、日本の若者は２７％

でした。他の５か国はいずれも５０％を超えていました。 

 

 このように、我が国の若者には、自分の権利と責任が表裏一体であることを自覚し行動し

ていく姿勢や態度が求められているのです。 

 アウトプットという発言や行動は、皆さんの権利に基づく、自分の考えの表明です。一方、

正しいアウトプットには、正しい知識の習得、つまり、正しいインプットが必要なのです。

正しい知識の習得が我々の責任ということです。 

  

 成年年齢の引き下げに伴い、権利と責任が表裏一体であること話してきました。正しい発

言や行動というアウトプットのために、正しい知識の習得というインプットを進めていき

ましょう。 

 


